
(57)【要約】

【課題】パターンアンテナを内蔵した携帯端末において

、より多くの高付加価値の機能を実現する回路を実装す

る領域を確保する携帯端末を提供する。

【解決手段】携帯端末は、携帯端末の筐体４と、その内

部に主回路部を構成する回路基板３（主回路基板）と、

パターンアンテナを含むアンテナ部を構成する回路基板

１（アンテナ基板）と、主回路基板３とアンテナ基板１

とを接続固定し、かつ電気的に接続する支持金具２より

構成される。主回路基板３およびアンテナ基板の裏面に

は、回路部品５、６を実装する領域が確保され、高付加

価値の機能を実現する回路が搭載される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 で あ っ て 、
回 路 部 品 を 搭 載 し た 主 回 路 基 板 と 、
パ タ ー ン ア ン テ ナ を 含 む ア ン テ ナ 部 を 搭 載 し た ア ン テ ナ 基 板 と 、
主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 部 と を 備 え 、
主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 と の 間 隔 が 、 ア ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 に
実 装 さ れ る 部 品 の 高 さ よ り も 大 き い
こ と を 特 徴 と す る 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ２ 】
接 続 部 は 導 電 性 を 有 す る 支 持 金 具 で あ り 、 主 回 路 基 板 に ア ン テ ナ 基 板 を 固 定 す る
請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
接 続 部 は 導 電 性 を 有 す る ケ ー ブ ル ま た は 導 線 で あ っ て 、
ア ン テ ナ 基 板 は 、 携 帯 端 末 の 筐 体 に 固 定 さ れ る
請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
ア ン テ ナ 部 は 、 ア ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 に 形 成 さ れ 、 ア
ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 に ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 が 形 成 さ れ て い る
請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 を 含 む 周 辺 回 路 部 を 搭 載 し た 周 辺 回 路 基 板 と 、
主 回 路 基 板 と 周 辺 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 周 辺 回 路 接 続 部 と を 備 え た
請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
周 辺 回 路 基 板 は 主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 の 間 に 挿 入 さ れ 、 周 辺 回 路 接 続 部 に よ り 電 気 的
に 接 続 さ れ る
請 求 項 ５ 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
携 帯 電 話 機 に 代 表 さ れ る 携 帯 端 末 に お い て 使 用 さ れ る ア ン テ ナ と し て 、 通 話 や 通 信 の 際 に
端 末 本 体 か ら 引 き 出 さ れ て 用 い ら れ る ホ イ ッ プ ア ン テ ナ な ど が 広 く 使 用 さ れ て い る 。 し か
し 、 ア ン テ ナ を 端 末 本 体 か ら 引 き 出 し て 使 用 す る 携 帯 端 末 で は 、 使 用 中 に ア ン テ ナ を 破 損
す る な ど の 事 故 が 多 い 。 ま た 、 携 帯 端 末 の 普 及 に 伴 い 、 販 売 促 進 な ど の 点 か ら 、 よ り デ ザ
イ ン 性 の 高 い 携 帯 端 末 が 求 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 昨 今 、 ア ン テ ナ を 端 末 の
外 に 引 き 出 さ ず 内 蔵 ア ン テ ナ を 使 用 す る 携 帯 端 末 が 考 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
内 蔵 ア ン テ ナ と し て 、 ホ イ ッ プ ア ン テ ナ や 逆 Ｆ ア ン テ ナ の 他 に パ タ ー ン ア ン テ ナ が あ る 。
パ タ ー ン ア ン テ ナ は 、 一 枚 の 回 路 基 板 上 に ア ン テ ナ 素 子 の パ タ ー ン が 形 成 さ れ て ア ン テ ナ
が 構 成 さ れ る 。 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 は 、 携 帯 端 末 の 筐 体 内 部 の 回 路 基 板
上 に 通 話 機 能 や 通 信 機 能 を 処 理 す る た め の 各 処 理 回 路 を 搭 載 す る と と も に 、 同 じ 回 路 基 板
上 に ア ン テ ナ 素 子 の パ タ ー ン を 含 む 。 パ タ ー ン ア ン テ ナ と 各 処 理 回 路 部 と を 一 枚 の 回 路 基
板 上 に 構 成 す る こ と が で き る た め 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 は 、 携 帯 端 末 の
小 型 化 、 薄 型 化 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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携 帯 電 話 機 に 代 表 さ れ る 携 帯 端 末 が 普 及 し た 今 日 に お い て は 、 携 帯 端 末 の 使 用 用 途 が 拡 大
し 、 携 帯 端 末 は 、 本 来 の 通 話 機 能 お よ び 通 信 機 能 だ け で な く 、 メ ー ル 機 能 や 画 像 処 理 と い
っ た 、 よ り 高 度 で 高 付 加 価 値 の 機 能 を も つ こ と が 要 求 さ れ る よ う に な っ た 。 従 っ て 、 端 末
内 の 限 ら れ た 回 路 基 板 上 の 領 域 に 、 よ り 高 付 加 価 値 の 機 能 を 実 現 す る 回 路 を 実 装 す る こ と
が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 従 来 の パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 に お い て は 、 前 述 の よ う に ア ン テ ナ
素 子 が 各 処 理 回 路 を 構 成 す る 回 路 部 と 同 じ 回 路 基 板 上 に 構 成 さ れ る 。 一 般 に パ タ ー ン ア ン
テ ナ を 内 蔵 す る 場 合 、 回 路 基 板 上 の 一 定 の 広 い 領 域 を ア ン テ ナ 素 子 の 形 成 の た め に 占 有 さ
れ て し ま う た め 、 回 路 基 板 上 の 各 処 理 回 路 を 構 成 す る 領 域 が 限 ら れ て し ま う と い う 問 題 が
あ り 、 よ り 高 付 加 価 値 の 機 能 を 実 現 す る 回 路 を 構 成 す る と い う 要 求 に 応 え る こ と が で き な
い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 に お い て 、 よ り 多 く の 回 路 を 実
装 す る 領 域 を 確 保 す る 携 帯 端 末 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る 携 帯 端 末 は 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 で あ っ て 、 回 路 部 品 を 搭
載 し た 主 回 路 基 板 と 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 含 む ア ン テ ナ 部 を 搭 載 し た ア ン テ ナ 基 板 と 、 主
回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 部 と を 備 え 、 主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基
板 と の 間 隔 が 、 ア ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 に 実 装 さ れ る 部 品 の 高 さ よ
り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
接 続 部 は 導 電 性 を 有 す る 支 持 金 具 あ り 、 主 回 路 基 板 に ア ン テ ナ 基 板 を 固 定 す る も の で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 接 続 部 は 導 電 性 を 有 す る ケ ー ブ ル ま た は 導 線 で あ っ て 、 ア ン テ ナ 基 板 は 携 帯 端 末 の
筐 体 に 固 定 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ア ン テ ナ 部 は 、 ア ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 に 形 成 さ れ 、 ア
ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基 板 に 対 向 す る 面 に ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 が 形 成 さ れ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
携 帯 端 末 は 、 ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 を 含 む 周 辺 回 路 部 を 搭 載 し た 周 辺 回 路 基 板 と 、 主 回
路 基 板 と 周 辺 回 路 基 板 と を 電 気 的 に 接 続 す る 周 辺 回 路 接 続 部 と を 備 え た も の で あ っ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
周 辺 回 路 接 続 部 は 、 導 電 性 を 有 す る 支 持 金 具 で あ っ て も よ い し 、 導 電 性 を 有 す る ケ ー ブ ル
ま た は 導 線 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 こ の 場 合 に お い て 、 周 辺 回 路 基 板 は 主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 の 間 に 挿 入 さ れ 、 周
辺 回 路 接 続 部 に よ り 電 気 的 に 接 続 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に よ る 携 帯 電 話 機 の 内 部 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 本 発 明
に よ る 携 帯 電 話 機 の 主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 の 構 造 の 一 部 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。 こ こ で
は 携 帯 端 末 の 代 表 的 な 例 で あ る 携 帯 電 話 機 に つ い て 実 施 の 形 態 の 説 明 を 行 う が 、 本 発 明 は
、 携 帯 電 話 機 に 限 ら ず 他 の 携 帯 端 末 に つ い て 実 施 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 携 帯 電 話 機 は 、 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ と 、 主 回 路 が 搭 載 さ れ た 回 路 基 板
３ （ 主 回 路 基 板 ） と 、 ア ン テ ナ 部 を 構 成 す る 回 路 基 板 １ （ ア ン テ ナ 基 板 ） と 、 主 回 路 基 板
３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と を 電 気 的 に 接 続 し 、 か つ ア ン テ ナ 基 板 １ を 主 回 路 基 板 ３ に 固 定 す る
支 持 金 具 ２ よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ 基 板 １ を 構 成 す る 回 路 基 板 上 の 一 方 の 面 （ ア ン テ ナ 基 板 表 面
） ２ ３ 側 に は パ タ ー ン ア ン テ ナ ２ １ 、 ２ ２ が 構 成 さ れ て い る 。 主 回 路 基 板 ３ を 構 成 す る 回
路 基 板 上 の 一 方 の 面 （ 主 回 路 基 板 表 面 ） ２ ５ 側 に は 通 話 や 通 信 を 実 現 す る た め の 各 回 路 が
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
主 回 路 基 板 ３ は 、 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 基 板 １ は 支 持 金 具 ２
に よ っ て 主 回 路 基 板 ３ に 固 定 さ れ る 。 従 っ て 、 ２ 枚 の 回 路 基 板 １ と ３ は 携 帯 電 話 機 の 内 部
で 動 か な い よ う に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 支 持 金 具 ２ は 、 導 電 性 を 有 す る 円 柱 形 の 金 属 で あ り 、 円 柱 の 上 面 と 下 面 が そ れ ぞ れ
主 回 路 基 板 ３ 上 の 電 気 的 接 続 端 子 （ 主 回 路 基 板 接 続 端 子 ） ２ ７ と ア ン テ ナ 基 板 表 面 ２ ３ 上
の 電 気 的 接 続 端 子 （ ア ン テ ナ 基 板 接 続 端 子 ） ２ ６ と 接 続 さ れ 、 ア ン テ ナ 基 板 表 面 ２ ３ の ア
ン テ ナ ２ １ 、 ２ ２ と 主 回 路 基 板 表 面 ２ ５ 上 の 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ 部 は 主 回 路 基 板 ３ か ら 分 離 さ
れ 、 別 の 回 路 基 板 上 に 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 従 来 主 回 路 基 板 ３ 上 の ア ン テ ナ 部 を 搭 載
し て い た 領 域 を 空 き 領 域 と し て 確 保 す る こ と が で き 、 主 回 路 基 板 ３ 上 に 更 に メ ー ル 機 能 や
画 像 処 理 な ど の 高 付 加 価 値 の 機 能 を 実 現 す る 回 路 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ 、 ２ に 示 す 構 成 に お い て 、 電 源 供 給 を 必 要 と し な い ア ン テ ナ 切 替 回 路 や フ ィ ル タ 回 路
な ど の ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 を 、 ア ン テ ナ 基 板 裏 面 ２ ４ に 搭 載 し て も よ い 。 こ う す る こ
と に よ り 、 よ り 多 く の ア ン テ ナ 周 辺 回 路 を 主 回 路 基 板 ３ か ら 除 く こ と が で き 、 主 回 路 基 板
３ 上 に よ り 多 く の 空 き 領 域 を 確 保 で き る 。 従 っ て 、 主 回 路 基 板 ３ 上 に 更 に 他 の 高 付 加 価 値
の 機 能 を 実 現 す る 回 路 を 構 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 ア ン テ ナ 基 板 裏 面 ２ ４ に ア ン テ ナ
周 辺 回 路 を 実 装 す る 場 合 に は 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と の 間 の 間 隔 が 、 ア ン テ ナ
周 辺 回 路 の 高 さ よ り も 高 く な る よ う に 、 支 持 金 具 ２ の 高 さ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 支 持 金 具 ２ は 、 導 電 性 の あ る 四 角 柱 な ど 他 の 形 状 の 金 属 で も よ く 、 ま た は 導 電 性
の あ る 金 属 柱 を 誘 電 体 な ど の 保 護 材 で 巻 い た も の で も よ い 。 携 帯 電 話 機 の 内 部 の 領 域 の 大
き さ を 限 界 と し て 、 支 持 金 具 ２ の 長 さ を 長 く す れ ば 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と の
間 の 領 域 の 高 さ を よ り 広 く 確 保 す る こ と が で き 、 高 さ が 高 い 部 品 も 実 装 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
す な わ ち 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 、 高 機 能 な 回 路 を 構 成 す る た め に 必 要 と な る 比 較 的 大 き
な 回 路 部 品 ５ 、 ６ を 基 板 間 に 挿 入 し て 実 装 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態
に お け る 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と の 構 造 の 一 部 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。 第 １ の 実 施
の 形 態 で は 、 接 続 部 と し て 導 電 性 の あ る 支 持 金 具 ２ が 使 用 さ れ た が 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で
は 、 接 続 部 と し て 導 電 性 の あ る ケ ー ブ ル ま た は 導 線 ３ １ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ に お い て 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ の 基 本 的 な 構 成 は 、 図 ２ と 同 じ で あ る 。 主
回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ は 、 ケ ー ブ ル ま た は 導 線 ３ １ に よ っ て 、 ア ン テ ナ 基 板 接 続 端
子 ２ ６ と 主 回 路 基 板 接 続 端 子 ２ ７ と が 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 支 持 金 具 ２ は 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と を 電 気 的 に 接 続
す る だ け で な く 、 ア ン テ ナ 基 板 １ が 携 帯 電 話 機 内 部 で 動 か な い よ う に 固 定 す る 役 割 を 果 た
し て い る 。 し か し 、 図 ３ に 示 す ケ ー ブ ル ま た は 導 線 ３ １ は 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板
１ と を 電 気 的 に 接 続 す る の み で あ る 。 従 っ て 、 ア ン テ ナ 基 板 １ は 、 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ に
固 定 さ れ る こ と に よ り 、 電 話 機 内 部 で 動 か な い よ う に 固 定 さ れ る 。 主 回 路 基 板 ３ も 、 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に す る こ と に よ り 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る と と も に 、 主 回 路 基 板
３ と ア ン テ ナ 基 板 １ は 、 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ に 固 定 さ れ る た め 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ
基 板 １ と の 間 に 回 路 部 品 ５ 、 ６ を 実 装 す る た め の 領 域 を 携 帯 電 話 機 の 筐 体 ４ の 空 間 の 範 囲
を 限 度 と し て 、 よ り 広 く 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に
お け る 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と の 構 造 の 一 部 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。 第 ３ の 実 施 の
形 態 は 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ と は 別 に 回 路 基 板 を 用 い て 、 そ の 回 路 基 板 上 に ア
ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 が 実 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ に 示 す 構 成 に お い て 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ ナ 基 板 １ の 基 本 的 な 構 成 は 、 図 ２ に 示 す
構 成 と 同 じ で あ る 。 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 携 帯 電 話 機 は 、 主 回 路 基 板 ３ と ア ン テ
ナ 基 板 １ と は 別 に ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 を 構 成 す る 周 辺 回 路 基 板 ４ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
周 辺 回 路 基 板 ４ １ の 表 面 （ 周 辺 回 路 基 板 表 面 ） ４ ２ に は 、 ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 が 実 装
さ れ る 。 主 回 路 基 板 ３ と 周 辺 回 路 基 板 ４ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ア ン テ ナ 基 板 １
と 同 様 に 支 持 金 具 ４ ４ で 接 続 さ れ る 。 支 持 金 具 ４ ４ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 導 電 性
の あ る 金 属 柱 な ど で あ り 、 主 回 路 基 板 ３ 上 の 電 気 的 接 続 端 子 （ 主 回 路 基 板 接 続 端 子 ） ４ ６
と 周 辺 回 路 基 板 ４ １ 上 の 電 気 的 接 続 端 子 （ 周 辺 回 路 基 板 接 続 端 子 ） ４ ５ と 支 持 金 具 ４ ４ で
接 続 さ れ る こ と に よ り 、 主 回 路 基 板 ３ と 周 辺 回 路 基 板 ４ １ は 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に す る こ と に よ り 、 携 帯 電 話 機 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 比 べ て 、 更 に 多 く の ア ン
テ ナ 周 辺 回 路 を 別 の 回 路 基 板 上 に 実 装 す る こ と が で き 、 主 回 路 基 板 ３ に 更 に 多 く の 空 き 領
域 を 確 保 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 携 帯 電 話 機 は 、 主 回 路 基 板 ３ 上 に 更 に 多 く の 回 路 を
搭 載 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ こ で 、 主 回 路 基 板 ３ と 周 辺 回 路 部 基 板 ４ １ の 周 辺 回 路 接 続 部 は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同
様 に ケ ー ブ ル ま た は 導 線 を 用 い て も よ い 。 こ の 場 合 、 周 辺 回 路 基 板 ４ １ は 、 携 帯 電 話 機 の
筐 体 ４ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
各 ア ン テ ナ 周 辺 回 路 は 、 周 辺 回 路 基 板 表 面 ４ ２ だ け で は な く 、 周 辺 回 路 基 板 裏 面 ４ ３ に も
実 装 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 ア ン テ ナ 周 辺 回 路 の 一 部 は 、 周 辺 回 路 基 板 ４ １ 上 だ け で な く 、 第 １ の 実 施 例 と 同 様
に 、 ア ン テ ナ 基 板 裏 面 ２ ４ に も 実 装 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 周 辺 回 路 基 板 ４ １ を 、 ア ン テ ナ 基 板 １ の 隣 に 並 べ る の で は な く 、 主 回 路 基 板 ３ と ア
ン テ ナ 基 板 １ と の 間 に 挿 入 し て 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 周 辺 回 路 部 基 板 ４ １ は 、 一 枚 だ け で な く 、 携 帯 電 話 機 の 内 部 の 空 間 に 余 裕 が あ る
限 度 に お い て 、 携 帯 電 話 機 に お い て 複 数 枚 使 用 さ れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 パ タ ー ン ア ン テ ナ を 内 蔵 し た 携 帯 端 末 を 、 主 回 路 基 板 と ア ン
テ ナ 基 板 と を 備 え 、 主 回 路 基 板 と ア ン テ ナ 基 板 と の 間 隔 が ア ン テ ナ 基 板 に お け る 主 回 路 基
板 に 対 向 す る 面 に 実 装 さ れ る 部 品 の 高 さ よ り も 大 き く な る よ う な 構 成 に し た の で 、 主 回 路
基 板 上 に 、 メ ー ル や 画 像 処 理 と い っ た 高 付 加 価 値 の 機 能 を 実 現 す る 回 路 を よ り 多 く 構 成 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 携 帯 端 末 の 構 成 の 例 を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る 携 帯 端 末 の 回 路 基 板 の 構 成 の 一 例 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る 携 帯 端 末 の 回 路 基 板 の 構 成 の 他 の 例 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に お け る 携 帯 端 末 の 回 路 基 板 の 構 成 の 更 に 他 の 例 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ア ン テ ナ 基 板
２ 　 　 支 持 金 具
３ 　 　 主 回 路 基 板
４ 　 　 筐 体
５ 　 　 回 路 部 品
６ 　 　 回 路 部 品
２ １ 　 パ タ ー ン ア ン テ ナ
２ ２ 　 パ タ ー ン ア ン テ ナ
２ ３ 　 ア ン テ ナ 基 板 表 面
２ ４ 　 ア ン テ ナ 基 板 裏 面
２ ５ 　 主 回 路 基 板 表 面
２ ６ 　 ア ン テ ナ 基 板 接 続 端 子
２ ７ 　 主 回 路 基 板 接 続 端 子
３ １ 　 ケ ー ブ ル ま た は 導 線
４ １ 　 周 辺 回 路 基 板
４ ２ 　 周 辺 回 路 基 板 表 面
４ ３ 　 周 辺 回 路 基 板 裏 面
４ ４ 　 支 持 金 具
４ ５ 　 周 辺 回 路 基 板 接 続 端 子
４ ６ 　 主 回 路 基 板 接 続 端 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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